
生活を見つめ、次代の
回復期医療を創造する。
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済
衆
館
病
院
は
、症
状
の
経
過
時
期
に
沿
っ

て
必
要
な
医
療
を
、
す
べ
て
整
え
た
病
院
で

あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
病
状
が
安
定
に
向
か
う

︿
回
復
期
﹀で
は
、
脳
血
管
や
運
動
器
を
傷

め
た
人
に
、︿
生
活
﹀へ
の
適
応
を
め
ざ
す
リ
ハ

ビ
リ
を
提
供
。
そ
の
実
際
を
、
作
業
療
法
と

看
護
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　

川
合
真
理
子
作
業
療
法
士
は
言
う
。「
も
う

一
度
、
自
ら
の
よ
り
良
い
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
作
業
療
法
は
、
衣
服
の
着
脱
、
排
泄
行
動
、

家
事
な
ど
、
日
常
の
生
活
に
密
着
し
た
動
作
の

獲
得
を
図
る
も
の
。
一
つ
の
動
作
を
脳
機
能
、

身
体
機
能
、
心
理
、
環
境
な
ど
多
方
面
か
ら
分

析
し
、
再
び
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
」。

　

作
業
療
法
は
、
リ
ハ
ビ
リ
室
だ
け
で
な
く

病
室
で
行
う
こ
と
も
多
い
。「
生
活
に
近
い
病

室
の
方
が
、
早
く
習
得
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
患
者
さ
ん
に
は
強
く
生
活
を
意
識
し
、

段
階
を
少
し
ず
つ
上
げ
た
訓
練
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
」（
川
合
）。
そ
の
た
め
に
も
、
患
者

の
自
宅
環
境
情
報
を
早
期
に
収
集
。「
理
学

療
法
士
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ら
と
と

も
に
、
家
の
中
を
実
際
に
見
て
、
残
存
能
力
に

マ
ッ
チ
し
た
訓
練
に
繋
げ
た
り
、
住
環
境
の
整

備
も
ご
提
案
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
退
院

後
に
、
転
倒
な
ど
で
再
入
院
と
い
う
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
、
安
全
な
自
宅
生
活
の
実
現
に
、

強
い
責
任
感
を
持
ち
臨
ん
で
い
ま
す
」。

　
一
方
、
病
棟
の
看
護
師
も
リ
ハ
ビ
リ
に
は
大

き
く
力
を
注
ぐ
。「
患
者
さ
ん
は
、リ
ハ
ビ
リ
で

得
た
動
作
を
、
病
棟
で
反
復
練
習
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。私
た
ち
は
そ
れ
を
支
援
し
ま
す
が
、

過
度
に
手
を
貸
す
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
を
考
え
る
こ
と
に
、
注

力
し
ま
す
」
と
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
科
長
・

稲
葉
江
里
看
護
師
は
言
う
。
ま
た
、
患
者
の

全
身
管
理
に
つ
い
て
は
、「
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る

状
態
か
ど
う
か
の
見
極
め
が
大
切
。
常
に
患
者

さ
ん
の
全
身
状
態
を
観
察
・
評
価
し
、
必
要
に

応
じ
医
師
を
は
じ
め
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
栄

養
士
な
ど
多
職
種
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
、
患

者
さ
ん
に
必
要
な
治
療
環
境
を
整
え
ま
す
」。

　

近
年
で
は
摂
食
嚥
下
（
食
べ
物
を
口
か
ら
飲

み
込
む
）
機
能
の
低
下
や
、
認
知
症
を
持
つ
高

齢
患
者
が
増
え
て
い
る
。「
看
護
師
を
含
め
た
摂

食
嚥
下
チ
ー
ム
が
食
事
の
形
態
を
変
え
た
り
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん

が
落
ち
着
き
、
安
心
し
て
機
能
訓
練
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
り
ま
す
」（
稲
葉
）。

　
「
ど
の
職
種
も
患
者
さ
ん
へ
の
想
い
は
同
じ

で
す
。
自
己
研
鑚
を
継
続
し
、
個
々
の
専
門

性
を
結
集
し
て
、
チ
ー
ム
の
総
力
で
、
患
者
さ

ん
と
ご
家
族
の
新
し
い
生
活
設
計
に
努
め
ま

す
」（
川
合
）。

患
者
と
家
族
の
新
た
な
生
活
の

構
築
。職
員
も
、環
境
も
、

そ
の
た
め
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。

尾
張
中
部
医
療
圏
は
、小
さ
な
医
療
圏
だ
。高
機
能
の
大
規
模
病
院
は
な
い
。

そ
の
な
か
で
、一
世
紀
、地
域
と
と
も
に
歩
み
続
け
て
き
た
、済
衆
館
病
院
。

同
院
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、地
域
住
民
の
日
日
の︿
生
活
﹀を
済す

く

い
、守
る
こ
と
。

︿
回
復
期
﹀の
取
り
組
み
を
通
し
て
、そ
の
視
線
の
確
か
さ
を
紹
介
し
た
い
。

1
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
目
線
、

看
護
師
の
目
線
、

そ
し
て
、多
職
種
の
目
線
。

そ
の
先
に
あ
る
の
は
、

患
者
と
家
族
の
生
活
。

CHAPTER



●
平
成
28
年
３
月
に
開
設
し
た
済
衆
館
病
院
の

西
館
。
１
階
に
は
、
総
面
積
９
０
０
㎡
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
床
下
空
調
で

き
め
細
か
く
室
温
管
理
し
、
年
中
、
快
適
な
環

境
を
実
現
。
す
ぐ
外
に
は
庭
園
が
あ
り
、
退
院

し
て
病
院
か
ら
外
に
出
る
一
歩
手
前
の
練
習
も

可
能
だ
。

●
同
じ
く
１
階
に
は
デ
イ
ケ
ア
も
開
設
。
退
院
後

は
、
医
療
保
険
か
ら
介
護
保
険
に
切
り
換
え
る
こ

と
で
、
一
定
期
間
、
継
続
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

●
３
階
に
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
配
さ
れ
、

東
館
の
同
病
棟
と
合
わ
せ
88
床
に
な
っ
た
。
病
棟

内
は
暖
か
い
色
調
で
、
陽
光
も
た
っ
ぷ
り
入
る
設

計
。
リ
ハ
ビ
リ
室
と
と
も
に
、
病
棟
で
の
生
活
を

活
か
し
た
リ
ハ
ビ
リ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

●
「
地
域
の
方
々
が
、
長
く
ご
自
分
の
自
宅
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
今
後
は
病
気
や
怪
我
、
認
知

症
な
ど
の
予
防
と
い
っ
た
面
で
も
、
リ
ハ
ビ
リ
機

能
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
私

た
ち
に
で
き
る
地
域
貢
献
で
す
」
と
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
長
の
尾
崎
は
語
る
。

C
O

L
U

M
N

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
と
は
、

単
に
機
能
訓
練
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

生
活
への
復
帰
を
意
味
す
る
も
の
。

だ
か
ら
こ
そ
、

患
者
の
人
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
知
る
。

そ
し
て
、家
族
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
知
る
。

す
べ
て
は
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

あ
り
っ
た
け
の
知
識
と
技
術
と
、

そ
し
て
思
い
を
重
ね
、

患
者
と
家
族
と
と
も
に
歩
む
。

病
院
を

知
ろ
う

plus+



     　

超
高
齢
社
会
を
見
つ
め
、
今
、
わ
が
国
の

医
療
提
供
体
制
は
大
き
く
転
換
し
つ
つ
あ
る
。

従
来
の
よ
う
に
病
院
中
心
で
は
な
く
、
在
宅

中
心
の
医
療
。
病
院
で
の
急
性
期
治
療
後
は
、

在
宅
で
療
養
し
な
が
ら
生
活
に
戻
る
と
い
う

も
の
だ
。だ
が
、病
気
や
怪
我
に
よ
っ
て
、ま
た
、

高
齢
者
は
、す
ぐ
に
在
宅
復
帰
が
困
難
な
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
回
復
期
医
療
と

い
う
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
、
在
宅
に
戻
る

流
れ
と
な
る
。

　

回
復
期
医
療
の
目
的
は
、︿
そ
の
人
ら
し
い

生
活
に
戻
す
﹀こ
と
だ
。
鍵
に
な
る
の
は
、
回

復
期
を
担
う
病
院
が
、
ど
こ
ま
で
患
者
と
そ

の
家
族
の
視
点
に
立
ち
、
新
た
な
生
活
構
築

へ
の
支
援
を
果
た
す
か
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
医
療
の
変
化
を
見
つ
め
、
済
衆

館
病
院
は
平
成
28
年
３
月
西
館
を
開
設
。
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
、
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど
を
集
約
し
、

生
活
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
尾
崎 

猛
科
長
は

語
る
。「
患
者
さ
ん
の
な
か
に
は
、
他
医
療
圏

の
基
幹
病
院
で
急
性
期
治
療
を
受
け
、
ま
だ

医
療
依
存
度
が
高
い
状
態
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
当
院
で
は
、
急
性
期
機
能
の
強
み

を
活
か
し
医
学
的
な
全
身
管
理
を
行
い
つ
つ
、

回
復
期
医
療
で
生
活
に
戻
る
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
も
、
急
性
期
か
ら
開
始

し
回
復
期
を
経
て
、
退
院
後
も
デ
イ
ケ
ア
を

提
供
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
看
護
師
、
そ
し

て
、
多
職
種
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
一
人
の
患
者

さ
ん
に
対
し
て
そ
の
総
力
を
反
映
す
る
こ
と

で
、
患
者
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
身
体
機
能
を
最

大
限
活
か
し
、
日
常
生
活
に
最
適
化
で
き
る

よ
う
、全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
職
種
が
異
な
っ

て
も
、
私
た
ち
職
員
の
胸
に
あ
る
の
は
、︿
患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
愛
の
杖
と
な
る
﹀、
と
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2
病
院
か
ら
在
宅
中
心
へ
と
、

医
療
が
大
き
く
変
わ
る
今
、

済
衆
館
病
院
は
、

病
期
に
沿
っ
た
す
べ
て
の

医
療
提
供
に
注
力
す
る
。

CHAPTER

い
う
当
院
の
理
念
。
患
者
さ
ん
が
、
喜
び
と

希
望
の
あ
る
生
活
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、患
者
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
ま
す
」。

　

済
衆
館
病
院
は
、
こ
の
地
域
で
は
中
核
と

な
る
病
院
で
あ
り
、
安
心
安
全
の
拠
り
所
と

な
る
医
療
提
供
が
肝
要
だ
。

　

西
館
が
完
成
し
た
今
、『
済
衆
館
病
院
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
』
と
、
地
域
の
方
々
に
言
っ

て
も
ら
え
る
病
院
づ
く
り
に
向
け
、
職
員
た

ち
の
自
己
研
鑽
は
続
く
。

●
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
最
初
の
リ
は
、
英
文
字

でR
e

。︿
も
う
一
度
﹀と
い
う
意
味
だ
。
病
気
や

怪
我
を
負
っ
た
人
が
、
再
び
そ
の
人
ら
し
く
歩
み

出
し
、
も
う
一
度
、
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
の
治
療
や
ケ
ア
は
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
終
始
す
る
も
の
で
は
な
い
。
多
職
種
が

チ
ー
ム
と
な
り
、
回
復
期
医
療
と
し
て
、
患
者
と

そ
の
家
族
の
社
会
復
帰
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
い
く
。

す
な
わ
ち
、回
復
期
医
療
は
、在
宅
へ
の
出
発
点
。

医
療
の
中
心
が
病
院
か
ら
在
宅
に
移
ろ
う
と
す
る

今
、
患
者
と
家
族
の
生
活
を
見
つ
め
て
の
、︿
も
う

一
度
﹀と
い
う
視
点
が
不
可
欠
で
あ
り
、
済
衆
館

病
院
は
、
そ
こ
か
ら
す
べ
て
を
組
み
立
て
て
い
る
。

こ
れ
は
、
同
院
が
、
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院

（
在
宅
で
療
養
す
る
患
者
が
体
調
を
崩
す
、
緊

急
措
置
が
必
要
な
と
き
、
24
時
間
優
先
的
に
受

け
入
れ
、入
院
治
療
に
対
応
す
る
病
院
）
と
し
て
、

地
域
全
体
を
支
援
す
る
病
院
で
あ
る
と
自
ら
を

規
定
す
る
、
そ
の
根
本
姿
勢
を
貫
く
も
の
に
他

な
ら
な
い
。

回
復
期
医
療
。

そ
れ
は
新
た
な
生
活
の
出
発
点
。

医
師
が
、看
護
師
が
、そ
し
て
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
域
の
職
員
が
、

患
者
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
い
、

一つ
の
チ
ー
ム
と
な
って
、

新
た
な
生
活
を
築
き
上
げ
る
。

そ
の
た
め
の
基
盤
が
、

こ
こ
、済
衆
館
病
院
に
あ
る
。

病
院
を

知
ろ
う

plus+
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地
域
全
体
を
支
援
す
る
病
院
。

揺
る
ぎ
な
い
根
本
姿
勢
を
貫
く
。
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